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Abstract

　In 2009, Yuka HIGUCHI as a senior won the JAPAN University Indoor Tennis 

Championship. This report reviews her success stories and highlights the growth progress 

stages as an athlete. An adequate training program was necessary for winning the 

championship. In addition, it was important for her to understand and acquire a conditioning 

method. I have supported many junior athletes so far and have considered growth progress 

stages of athletes thought their support. It is important for an athletic trainer to prompt 

independence and adaptive dependence of body and mind in the transition period from junior 

to senior athlete.

　Key words：training, athletic training, athletic trainer, tennis, adolescence
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１．はじめに

　樋口選手について１年次の授業の取り組み

について印象に残っていることがある．入学

後のある日，本人が「平日に試合が行われる

ため欠席する授業を別の日程で受けさせてほ

しい」と申し出てきた．一週間に複数回開講

されている授業の振替出席を認めてほしいと

いうのだ．初めてのケースではあったが，同

じ内容を展開する授業なので公式試合の場合

のみ認めることにした．この時に，授業をと

ても大事にしていることに好印象を持ったば

かりでなく，このようなスケジュールの交渉

を行おうとする姿勢に，頼もしさを覚えたこ

とを記憶している．

　大学生競技者として樋口選手が輝かしい成

績を残したのは，彼女自身の一心な取り組み

の成果とコーチングの成果である．樋口選手

に対して私が実際に行った主なサポートは，

トレーニング計画への助言，トレーニング計

画の立案と実施，セルフコンディショニング

教育の３点であり，すべての面でトレーナー

として十分なサポートができたわけではな

い．しかし彼女は，少しずつ競技力を伸ばし

４年目に大学一の座を手に入れた．

　本報告では，樋口選手のサポートを通じて

得た「学生競技者がアスリートとして成長し

ていくための段階や時機」についてまとめ，

加えて樋口選手と同世代選手のサポートを通

じて，これまで私が経験し感じたことを述べ

たいと思う．

　なお本報告に記載されている全ての内容に

ついて，樋口選手が今回の課題研究の趣旨に

賛同し，本報告の公開について承諾を得てい

ることを申し添える．

２．�競技スポーツにおけるアスレティ
ックトレーナーの役割

　競技スポーツの最たる目的は勝つことであ

る．近年の競技をとりまく環境は，スポーツ

の国際化，技術レベルの高度化やスポーツ医

科学の発展等により，より高度で複雑なもの

となり，簡単に勝利を得ることは困難になっ

た．特に競技力が高まれば高まるほど，頂点

を極め勝利を手に入れることはますます困難

で，競技者に対しコーチ一人でサポートする

だけでなく，多くの専門家が連携を取り，一

つのチームとなって勝利を得る時代へ突入し

たといっても過言ではない．

　競技者の競技能力を，目的とするタイミン

グにあわせて効果的に向上させる取り組みだ

けでなく，競技成績に対してマイナス要素を

持つスポーツ障害・外傷を防ぎ，またそれら

の影響を出来るだけ少なくするための取り組

みを担うのがアスレティックトレーナーであ

る．財団法人日本体育協会の公認アスレティ

ックトレーナーには，１．スポーツ外傷・障

害の予防，２．スポーツ現場における救急処

置，３．アスレティックリハビリテーショ

ン，４．コンディショニング，５．測定と評

価，６．健康管理と組織運営，７．教育的指

導，の７つの役割が課せられており，スポー

ツ現場で発生する怪我などに対し，可及的に

素早く救急処置等の対応を行うと同時に，怪

我の発症メカニズムを把握しスポーツ現場で

予防対策を行うことが求められている．特に

スポーツ現場での怪我の予防に関わるコンデ

ィショニングには，コーチが技術や競技の専

門家であれば，アスレティックトレーナーは

怪我と競技の専門家として，アスリートの競

技力向上と安全なスポーツ現場の提供に積極

的に貢献しなければならない15）．

３．�テニス競技におけるアスレティッ
クトレーナーの役割

　アスレティックトレーナーには，通常の練

習時の他に，合宿や遠征，試合，海外遠征等，

競技場面に応じて活動の内容やポイントが異

なる．同様に競技種目により，種目の特性，

ルール，ポジション，発生するスポーツ外

傷・障害等も異なり，それぞれの競技のトッ

プアスリートを専門的にサポートするために
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は，競技特性への十分な理解がアスレティッ

クトレーナーにも求められる．

　テニス競技の特徴は，ネット対戦型で相手

とのコンタクトは無いが，前後左右に素早く

移動し切り返す動作が多く，ラケットという

道具を取り扱い，ボールを打ち返す動作が特

徴的なスポーツである．また公式の試合時に

は比較的早くからスタッフの役割分担が確立

しており，トーナメントにおける医事体制も

確立されている．テニストーナメントでは，

①トーナメントドクター，②トーナメントト

レーナー，③トーナメントディレクター，④

レフェリー，⑤アンパイアなどで「メディカ

ルチーム」が構成され，トーナメントに直接

関わる人たちに医学的問題とその対処に関し

周知徹底されている．特に試合時にはトーナ

メントトレーナーは「on site オン・サイト」

として，競技者に何らかの処置や手当てが必

要で「メディカルタイムアウト」をとった場

合に，常に初期対応にあたらねばならないた

め，会場内に常駐し，メディカルタイムアウ

トの対応にあたる．またトーナメントドクタ

ーらと協力し安全対策を立て，トレーナール

ームを運営する．

　このメディカルタイムアウトは，テニスに

特徴的なルールで，ウォームアップを含む試

合中に競技者が，怪我や体調不良をきたした

時，医師の診察やアドバイスあるいはトレー

ナーの応急手当が必要になった競技者は，チ

ェアアンパイアを通して医師又はトレーナー

の処置を要求することが出来る．このとき医

師又はトレーナーが必要と判断すればコート

内で１回につき３分間のメディカルタイムア

ウトを取り，治療又は手当てが出来る．試合

中にメディカルタイムアウトを競技者が要求

した時には，トーナメントトレーナーは，き

わめて限られた時間内でその状況を把握し，

評価し，処置方法の選択を競技者に告げ，さ

らに選択された処置を３分以内に施さなけれ

ばならない．トーナメントトレーナーは，大

会終了後にトレーナー活動に関わるすべての

記録と業務をまとめ，報告書を作成し医事委

員に提出し組織としての役割を終える15）．

　筆者も2005年より毎年，８月に大阪で行わ

れる「全日本ジュニアテニス大会」のトーナ

メントトレーナーを担当している．この大会

のトレーナー活動を通じて，テニス競技に多

いスポーツ障害・外傷に対する的確な処置と

トレーナーが行える対応策等について自ら事

前確認を行い，毎年変更される競技ルールへ

の対応をしている．この大会はジュニアの大

会であるが，日本全国の頂点を競う大会で，

小学生から高校生まで利用者も多く一日のト

レーナールーム利用者は100人を超える日も

多い．さらに暑熱環境下で行われるため，熱

中症対策や小・中・高生のジュニア期の競技

者に対するトレーナーの対応方法など，筆者

自身もトレーナーとして再訓練される場とも

なっている．また，この大会に参加するジュ

ニア選手は，このトレーナールームの利用に

より，ストレッチングやケガへの対応方法指

導を受け，コンディショニングについての知

識と実践力を少しずつ教育されている。

　アスレティックトレーナーは，試合時の活

動以外にも毎日の練習やトレーニング計画な

どを通して競技者の競技力の向上を図るため

に，コーチらと密な連携のもとに，効果的な

トレーニングプログラムを立案及び実施し，

怪我を防ぐための予防的方策を練り，万一怪

我をした場合は，速やかな救急処置の対応を

行いスポーツドクターを中心とした医療関係

者とスポーツ現場を結びながらアスレティッ

クリハビリテーションを担当する．

　テニス競技以外にもあてはまることだが，

一般的な医学とスポーツ医学には違いがあ

り，特に競技力の高い選手が怪我をして競技

の現場に復帰する場合，再獲得する運動の質

にはかなり厳しい条件が必要になる．そのた

めに，競技現場でサポートを担当するアスレ

ティックトレーナー等には，各種スポーツの

特徴や特有の怪我の傾向などの必要な教育を

受け実践知識と技術を兼ね備えておくことが
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求められる2）．

４．樋口選手のサポートについて

　樋口選手は入学時から順調に競技力を伸ば

していけたわけではない．アスリートが一般

的に陥りやすいスポーツ外傷・障害にも悩ま

されてきている．トレーナーとして対応した

主な出来事を表１にまとめた．

　表１からもわかるように，１年次には怪我

の相談，２年次には１年次の怪我をふまえて

再発予防のためのトレーニングを試み，また

新たな怪我の相談に応じた．２年次の冬季に

は次シーズンにむけたオフシーズンの体作り

など，年間の試合スケジュールなどを意識し

たトレーニング計画を試みた．３年次には実

際に一年を通じたトレーニング計画に挑戦し

ているが，結局試合スケジュールに追われ一

年を通じたトレーニングが出来なかった．３

年次の試合を終えた時に，次のシーズンへ向

けての年間計画作りや新たなトレーニング導

入に合わせたコンディショニングについての

相談を受け，４年次にはトレーニングの実施

及び怪我の相談といったように，年月の経過

と共に競技にマイナスな要因に対してだけで

なく，競技力向上のための総合的な取り組み

に発展していった．

　競技者がケガをする要因は，「内的要因」と

「外的要因」に分けられる．内的要因は，身体

的要因や自身に起因する心因的要因に分けら

れ，外的要因では環境要因等がある（表２）．

身体的要因には，筋力や柔軟性，アライメン

ト特長などがあり，トレーニングは身体的要

因を高める手法である．トレーニングは怪我

を防ぐためだけでなく，効率よくパフォーマ

表1　主な樋口選手の対応歴

時期 対応部位または内容 対応と経過

2006 年 6 月
（1 年次）

2007 年 1 月

2007 年 9 月
（2 年次）

2008 年 4 月
（3 年次）

2008 年 12 月

2009 年４月
（4 年次）

4.5 月

下肢スポーツ障害

トレーニング相談

下肢スポーツ障害

トレーニング相談

下肢スポーツ外傷

トレーニング相談

トレーニング相談

上肢スポーツ障害

相談，アイシングを中心としたセルフコンディショニン
グの指導，アスレティックリハビリテーション指導，症
状は２〜３ヶ月続いた

練習ノートにトレーニング記録出現

スポーツ障害の相談，アスレティックリハビリテーショ
ン指導

トレーニングを導入しようとするも，試合スケジュール
を優先に行動しているためトレーニングが定着しない

シーズンを通じたスケジュールの確認，インカレに向け
たトレーニング計画

スポーツ外傷の影響，アスレティックリハビリテーショ
ン指導

低酸素トレーニングの導入，トレーニング導入にあたっ
てのコンディショニグ指導，経過の確認

スケジュールの確認，インカレまで意識したトレーニン
グ計画

スポーツ障害の相談，アスレティックリハビリテーショ
ン指導

表2　コンディションの要素

身体的因子

環境因子

心因的因子

筋力，柔軟性，関節不安定性，アライメント，トレーニング等

身体組成，代謝系運動能力，技術力，免疫力，等

暑熱・寒冷環境，高所順化，時差，サーフェイス，等

対人関係，各種のストレス，興奮状態のコントロール，等
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ンスを向上させるために必要で，トレーニン

グが多すぎても少なすぎてもパフォーマンス

の向上は望めず，時期や段階に応じたプログ

ラムが提供されなければトップアスリートに

なることは出来ない．よってシニアアスリー

トの世界で戦っていくためには，パフォーマ

ンスに影響する怪我や他のすべての要因に対

して，目標達成に向けて対応力を身につけて

いくことが重要と思われる．これらの要因を

「コンディション」とし，コンディションの要

因を目標達成に向けて整えることを「コンデ

ィショニング」という．

　近年のメディア報道を通じて，「次の試合

に向けてよい準備をしたいと思います」，「あ

とはコンディショニングをしっかりと行いま

す」など「コンディション」や「コンディシ

ョニング」といった言葉が多数用いられるよ

うになり，アスリートだけでなくコーチらも

この重要性の認識は深まっているといえよ

う．

　コンディショニングの段階は様々に存在

し，初歩的なものから，「コンディションを把

握すること」，「競技者自身が行えるセルフコ

ンディショニングの方法を学び実践するこ

と」，「コンディションの変化を客観視し，パ

フォーマンスに結びつきやすい個別要因やパ

フォーマンス発揮の為に低下させてはいけな

い個別要因を探索すること」，「コンディショ

ンの変化に応じたコンディショニング活用の

手法を段階的に習得すること」，「周囲の協力

者が行うコンディショニングの専門的手法を

理解すること」，また「専門的手法を享受・活

用すること」などの段階があると考えられ

る．

　この様にコンディショニングの段階はいく

つかあるが，これらには競技を追及する心

（動機）と自己を客観視できる能力，必要な情

報や感情を伝え受け取るコミュニケーション

の能力が備わっていなければ，コンディショ

ニングの活用段階をあげることは困難と思わ

れる．

　一般的に高校生から大学生に移行する時期

は，練習環境の変化や指導者の変更等，様々

な変化がアスリートに押し寄せるとともに，

思春期の不安定な時期から，人として自己を

確立して自立する大きな転機を迎える時期で

もある．アスリートとしてもこの時期を境に

競技者としても大きく成長する．コーチング

では，競技者としての自覚と覚悟が決まる時

期と捉えられているが，このような内なる意

識の変化に伴い，アスリートとしての自己管

理能力が高まりコンディショニングの実践能

力も比例して高くなると考えられる．

　樋口選手の場合，１年次の最初に相談を受

けたスポーツ障害はアキレス腱炎であった．

大学入学後の不慣れな一人暮らしから，食生

活が乱れ体重が増加し，専門的なトレーニン

グに体がついていけなくなったことが原因と

考えられた．

　高校生から大学生競技者へ移行する時期に

は，このような問題がよく発生する．まず一

人暮らしの生活が始まり，特に食事の環境が

大きく変化する．例えば，栄養の偏りや摂取

量の調整の不備，食事時間帯の変化，様々な

環境変化によるストレス対処法として間食が

増加するなどが原因となり，体組成へ影響が

でることが多い．体重の増減に身体の機能が

対応できなくなると，腰痛や疲労骨折やオー

バーユースによるスポーツ障害を引き起こ

す．環境が変化する時期のこれらのスポーツ

障害については大久保らも報告している24）．

　さらに次に大学生を待ち受けるのは競技が

専門化することによる「練習の質の変化」で

ある．これまでは，発育に伴って身体のサイ

ズが変わり技術や身体能力が変化したが，専

門的な指導を受ける時期にはアスリートとし

て専門的な発達を求められる．コーチの要求

や自らの技術を磨く際に伴うオーバーユース

や，身体の能力が見合わなければ怪我を発症

する可能性がある．また対戦相手も高度にな

り，例えばテニスであれば相手が打ち返すボ

ールスピードやボールの回転力等の相手から
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受ける負荷が強くなり，局所へのストレスの

結果として傷害を発症する．

　専門的立場からすると，上記のようなケガ

の発生を防ぐためには事前にコーチや選手等

とミーティングを持ち，環境変化への対応策

などを教育・啓蒙することが求められる．し

かし当時の本学で行われた新入生の健康診

断・メディカルチェックなどのスクリーニン

グの体制だけでは不十分だったのであろう．

　また多くの選手は，事前に様々な情報を知

らされているが，困難に直面しなければ，い

かなる貴重な情報も自らに役立たせようとは

しない．つまり覚悟の決まっていない競技者

は，何事も自覚と自律が不十分で怪我の予防

は実施されにくいのが現実である．

　万一，怪我を発症させた時には速やかに経

過させ，怪我の要因について改善を図ること

が重要である．また同時に競技者としての自

覚や自律を促す教育や啓蒙活動が重要であ

る．このような転機に，必要な専門知識や選

手の状況にあわせた柔軟な対応能力のあるト

レーナー等が存在することで，アスリートの

許容状況にあわせたコンディショニングの教

育啓蒙プログラムが可能となる．

　その後樋口選手は，食事指導や下肢の機能

改善のトレーニングに懸命に取り組み，無事

競技へ復帰している．大学入学後の比較的早

い時期に，自己管理の不備によるスポーツ障

害を発生したことにより，シニアアスリート

へ移行する際に必要なセルフケアの手法を学

び重要性を理解したことが，アスリートとし

ての段階をあげることにつながったと考えら

れた．

　この後は下肢の外傷や慢性的な障害を体の

主要な部位に訴えていたが，本人がその都度

相談に訪れ，必要なストレッチングやトレー

ニングなどの指導を受けていた．また幸いな

ことに学生トレーナーも同じチーム内にいた

ので，一人では難しいコンディショニングも

常にチームメイトや学生トレーナーと共に行

うことが出来た．さらに学年が上がって試合

スケジュールが増え，必然的に試合に対する

欲も出てくるのと同時に「怪我を長引かせて

はいけない」「少しでもよいコンディション

で試合に臨みたい」という気持ちが増強し，

コンディショニングに対する積極的な取り組

みにつながったと考えられた．

５．�樋口選手のトレーニングサポート
について

　トレーニングはコンディショニングの重要

な一要因である．次は４年間を通じて取り組

んだトレーニングについて振り返る．

　2007年１月（１年次）に初めてトレーニン

グ相談の記録が残っているが，この内容は

「改善を希望する動きの確認」「個人課題の確

認」「週２回のトレーニングの定着」など，初

歩的なものが多い．

　2007年５月（２年次）には，相談内容とし

て「シーズンの試合スケジュール中にどのよ

うにして継続的にトレーニングを取り組む

か」が記録されており，「フィールドを選ばず

実施できる内容」「持久力の課題」等がトレー

ニングメニュー作成のポイントとなってい

た．しかしまだこの時期のトレーニング内容

も，とても基本的なメニューが多かった．

　2007年（２年次）のトレーニングの反省と

して記録されているのは，トレーニング時間

の確保が十分出来なかったことや，チームと

してもトレーニングの必要性が選手に理解さ

れておらず十分な実施に結びつかなかったこ

となどが挙げられていた．これらをふまえ

て，オフシーズンからトレーニングの期分を

徹底し，学生を中心とした定期的な勉強会な

ども合わせて実施しながらトレーニング実施

の徹底を図ることになった．

　2008年（３年次）はこれまでの反省を活か

し，シーズンのスケジュールをふまえて定期

的にトレーニングに取り組もうとしたが，試

合のエントリー機会が増し，トレーニング意

欲はあるものの試合に振り回されているよう

な状態であった．しかしこの年はインターカ
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レッジに向けて全体的なスケジュールがつか

めた事は，2009年の一つのポイントになった

と思われる．

　2009年にはシーズンが始まる前に，１年を

通したスケジュールを確認し，３年次に行っ

ていたトレーニング内容の過不足やスケジュ

ール対応についても検討されている．またオ

フシーズンから取り組んだハイクリーンなど

パワー系トレーニング種目を，さらに高度に

全身パワーへ移行させるメニューや，動きの

中で体の軸を意識させるようなトレーニング

にも取り組んでいる．また低酸素トレーニン

グ導入後のコンディションの変化を確認して

いる．このように４年次には常にインターカ

レッジトーナメント（８月）を意識し，１ヶ

月に一度程度トレーニング内容を確認し，断

続的にスケジュールされている試合にあわせ

て細かくトレーニング内容に調整を加えるよ

うになった．残念ながら８月のインカレでは

４回戦のbest16で負けてしまったが，この時

期には試合に向けたトレーニングの調整パタ

ーンが出来上がっていたように思う．この後

の12月の全日本室内学生選手権に向けて，９

月下旬にこれまでのトレーニング内容を整理

し，メニューを厳選してトレーニングは継続

していた．

　図１には，樋口選手が入学時から４年次の

室内インカレまでの間の，月間トレーニング

日数とトレーニングルームの平均滞在時間を

示した．オンコートや本学トレーニングルー

ム以外でのトレーニング時間は含まれていな

い．

　図からは，１年次の2006年からトレーニン

グルームを継続的に利用しているが，試合期

の５月から11月にかけては，日数も一回の平

均滞在時間もバラバラである．12月から４月

にかけては，滞在時間も増加している傾向が

あるが，継続性は認めにくい．2007年の後半

から2008年には出場機会の増えた試合に参加

し，まとまったトレーニング時間が確保でき

図1　トレーニング日数と平均滞在時間
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なかったことが読み取れる．しかし，2008年

11月（３年次後半）からは，導入した低酸素

トレーニングの影響もあり，比較的一定した

トレーニング日数と滞在時間を記録してい

る．やはり全日本学生室内選手権の優勝

（2009.11）は，これらのトレーニングの積み

重ねが基盤になったといえるだろう．

６．�青年期のアスリートに対するアスレ
ティックトレーナー活動で注意する
こと

　私がこれまで最も多く対応したアスリート

の世代は，高校を卒業した後の実業団のアス

リートや，大学生のアスリートである．この

世代は，ジュニア世代からシニア世代へアス

リートが大きく変化する年代であり，指導体

制についても大きく変わる時期であると思わ

れる．この時期を如何に乗り切るか，またこ

の時期に競技者としての覚悟を決めていける

かにより，シニア世代アスリートの将来がか

かっているといっても過言ではない．

　大きな変化を伴うだけに，競技者の心理的

変化の幅も大きく，トレーナー等周囲の支援

スタッフは，競技者の心理的サポートのさじ

加減には配慮することが多い．トレーナーは

コーチらとは異なり，競技者は「コーチに言

えないことをこっそり伝える」「弱みを吐露

する」対象として，競技活動に利害関係の少

ないトレーナーを選ぶ．この場面には，競技

からの逃避や指導者からの逃避であることも

含まれており，競技者の言葉や要求を鵜呑み

に対応すると，今度は指導者から「甘やかさ

ないでくれ」と責められることもある．多く

の「痛い」「苦しい」という競技者の訴えにつ

いて，真に障害や外傷の発生を予期する状況

であれば，トレーナーは指導者に限度や改善

方法を提言することもあるが，一定の評価を

行い競技者のできる範囲であれば，競技者を

励まし練習や競技へ向かう方向へ位置づけな

ければならない．もちろん競技者へは，競技

の活動レベルが厳しくなればなるほど，それ

に見合った自己管理が必要なことを教え，自

ら働きがけが可能なコンディショニングの手

法を指導することが重要であろう．

　厳しい競技環境に向き合おうとする競技者

には，強い達成動機，自立性，自律性，信頼

感などを感じる．その半面「疲れている」「少

しでも楽になるように手助けがほしい」とい

う青年期の競技者の訴えは，「甘え」「依存」

と評価されるだろう．競技者が高校を卒業し

大学生やプロや実業団の選手になっても，す

ぐに自立できるわけではなく，この時期の競

技者には，他者による支援や他者への依存は

必ず必要なのだと考える．

　「依存」は，広辞苑では「依存」他のものを

頼りとして存在することとされる．一方「自

立」は他の援助や支配を受けず自分の力で身

を立てることひとり立ちすること，そして

「自律」は自分で自分の行動を規制すること，

外部からの制御から脱して自身の立てた規範

に従って行動することと記されている．

　一般的に，「依存」と「自立」は対極的概念

におかれ，依存から独立･自立へという発達

的方向が仮定されているが，高橋（江口）ら

は，依存性は幼児から青年期・成人期にかけ

て存在し，発達とともに変容していくもので

あるとし，自立性の獲得の為には依存性の必

要を論じ，青年期における依存性の積極的な

意義を示した5. 18. 19. 20）．

　井上（1995）は，自律性は自分の行動や感

情を自分がこのトロールしているという感覚

であり，人は青年期に親との依存─独立の葛

藤の解決を経る課程で自律性を発達させ，そ

して，成長過程で自律性が向上し自立状態と

なるとしている12）．

　また岩田（2006）らは，自立に躾や動機付

けが加わり，「自分が自分に言い聞かせなが

ら行動を調整していくことが出来る」ように

なり，「自分から行動し人が見ていなくても

ルールを守る」といった行動の自律力を育ん

でいくとしている13）．

　自立と依存に関するこれまでの研究から
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は，それぞれ別の発達課題ではなく相反する

概念でもない，一連の関連の強い発達課題で

あることが読み取れる．また竹澤ら（2008）

は自立的な依存の仕方について，「依存状況

を最終的には自分で決定し，その決定の責任

は自分が負うといった自立的な依存の仕方

は，依存後に自己成長感や気持ちの安定を高

め，主体性が失われず成長が阻害されにくい

と感じる」と報告している22）．よって自立的

依存の一連の発達が，強い競技力にも必要と

いえるだろう．

　アテネオリンピックと北京オリンピックで

二大会金メダルを制した北島康介選手のコー

チである平井伯昌氏は，自身のHPに「確かに

コーチが指導をするのだけれども，＊＊や，

以前では＊＊の様に，自分自身が変わってい

かなければ，記録も成績も伸びないと思いま

す．コーチや他人に依存するのは仕方のない

ことだし，当たり前だけど，選手自身が考え

てやっていく分野を徐々にでも増やしていっ

て欲しいと思います．金メダリストも，最初

から自分マネージメントを完璧にやっていた

訳ではないのですから．」と記載している（＊

＊は選手名）9）．平井氏が指摘するように，最

初から完全に自立し自律できる競技者はいな

い．しかし競技力を高めるには徐々に自立し

ていくことが必要で，また競技者は自立しな

がらもコーチら関係者の力を借りることの必

要性を示しているといえる．

　ジュニア世代のスポーツを楽しむ子ども

は，競技への動機が何であれ，父母の総合的

管理下にあり，かつ指導者の総合的管理下に

あるのが一般的だろう．この時期には多くの

「依存」が自然にみられる．日々自己の極限

に挑戦しようとする競技者には，自ら厳しく

律し続ける反動として，競技生活のどこかに

依存が発現してもおかしくない．

　怪我などの弱みを吐露できる環境は，幼児

期に安心して身をゆだねることが出来る場所

（つまり母親）としての「依存」対象と似てい

るため，競技者は幼児期の安全基地に逃げ込

むがごとく，トレーナーに依存的態度の受容

を求めようとする．一種の甘え行動には信頼

性があってなされるものと思うが，競技者と

の接する時間が短ければ，甘えなのか自立性

を隠しているだけなのかの判断はつかない．

また経験の浅い比較的若いトレーナーは，こ

の依存行動を，誤って競技者からの信頼と受

け取ってしまうこともある．このように競技

者の状況を十分に見極められず，サポートす

る側にも十分な自立が見られなければ，競技

者の自立行動を促進する言動は期待できず，

相互依存を拡大させ，競技力向上の足かせに

なりかねない．

　競技からの離脱や競技復帰への不安などを

伴う競技者の怪我は，これまでの自己形成を

揺るがす一大事であり，競技を続けるために

は乗り越えなければならない壁である．この

困難を克服する体験について豊田（2007）は，

競技者の怪我の体験は，「違和感」「受傷」「否

定的感情の顕在化」「否定的感情の潜在化」

「肯定的態度の獲得」（自己の内的課題に対峙

し克服していく）といった心理的プロセスを

経て，自己の気づきや成長を促す獲得体験と

して位置づけることができると報告23）してお

り，この側面をトレーナーとして支えるに

は，必要な依存を提示しながら競技者を支援

することが重要だと考えた．

　デシ（1999）らは「他者の自立性を支える」

ということは，他者を統制することの対立概

念であるが，それが本当に意味していること

は，「他者の視点で考え他者の立場に立って

行動できるようになるということ」である．

つまり他者の自発性やチャレンジしようとい

う気持ち，あるいは責任を持とうとする姿勢

を積極的に励ましていくことを意味している

としている6）．

　また速水（1998）は，周囲の自律的行動が

他動的に影響を与え，対象者らの自律的行動

を促進するとしており8），競技者を見守るコ

ーチやトレーナー等は，自らも自律的な行動

に徹し，かつ温かな目で競技者を見守り，常



びわこ成蹊スポーツ大学研究紀要　第８号62

に競技者の自立性を支える様に心がけ，他動

的なトレーニング指導ばかりでなく競技者の

自主的行動を促し，競技者の自己形成に貢献

するよう働きかけなければならない．

７．おわりに

　現在，私自身は本学に大学教員として勤め

る以上，プロフェッショナルなトレーナーと

は言いがたい．しかし本学所属の学生に対し

ては物理的にも距離が近く，また私のトレー

ナー活動を学生に見てもらうことは学生トレ

ーナーの教育に必要なことと思い，本学学生

を対象とした「アスレティックリハビリテー

ション相談」の対応時間を設けて，可能な範

囲でのトレーナー活動を継続している．樋口

選手の対応もこれに従い，時期に応じてこの

相談を発展させて対応してきた．このような

トレーナーとしての活動スタイルは，完全な

トップアスリートに対する対応は出来ない

が，競技者の自己形成をはかり競技のレベル

に応じて「自立した依存」へ発展させていく

ことは支援できる．樋口選手へのサポートは

一部個別の指導を含んでいるが，大学業務の

間の指導であるので，必要十分なサポートが

出来たとは思えない．しかし樋口選手はとて

もまじめな選手だったので，これ以上指導の

間が途切れては，というタイミングでは必ず

研究室を訪ねてくれた．樋口選手に一度だけ

「あなたがやる気がないなら，私は次のアド

バイスをしません．」と伝えた事を覚えてい

るが，競技者としての気持ちを指摘したこと

はこの一回だけだったと思う．

　本来，大学生時期の競技者は自己形成の過

程にあり，そこで行われる競技活動は，内的

動機付けか，または報酬以外の他者との関係

性などの純粋な外的動機付けで行われてい

る．学生競技者は「依存状態」から徐々に

「自立しつつ他者との関係性を発展させた依

存」へ発達を遂げ，見事なアマチュアアスリ

ートとしてのストーリーを作っていく．この

間には，人として様々な葛藤があり，人間く

さい落ち込みがあり，勇気と成功と失敗があ

るが，様々な困難を乗り越えた学生競技者

は，卒業時には非常に頼もしく見える．これ

が学生スポーツの面白さであり醍醐味なのだ

ろう．

　最後に，競技に真摯に取り組み，本学から

全国の優勝を勝ち得た樋口選手に敬意を表

し，今後の活躍を祈りたい．
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